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の循環」 「書庫の開放」等、数多 くの改革 ・改善を提唱 された先生の明治
大学図書館 における功績 はあま りにも大 きい。ご冥福を祈 らずにはい られ
ない。
このたび、『図書の譜』編集部か ら 「中央 図書館の書庫開放 と後藤総一
郎館長」と題す る原稿依頼があった。一介の館員 に過 ぎない私が、偉大な
後藤先生を語ることなど、到底、不可能であ り、安請 け合い したことを悔
やむ毎 日だが、明大図書館 にとって は画期的な改善ではないかと思われ る
「書庫の開放」が、実 は後藤先生の肝い りで実現 したものであることを紹
介 して、任を解かせ ていただ くこととしたい。
私が97年 度 の人事異動で、31年 ぶ りに図書館へ 「里帰 り」 した時の館
長が後藤先生であったが、程 なく、館長の基本的なお考えが、利用者サー
ビスを向上 させること、言い換 えれば、図書館 を如何 に教育 ・研究に奉仕
させ るか とい うことにあることを知った。
中央図書館は都心に位 置する大学図書館 の宿命 として、狭隆なスペース
に 日々悩ま されていた。特に開架スペースはあま りにも狭隆で、投書によ
る利用者 からの拡大要望は 日常茶飯であった。 しか し、如何 に要望が強か
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ろ うと 「無い袖」はふれるわけもな く、回答は常に利用者へ 「我慢」を強
いる内容にな らざるを得なかった。そ うした折、館長か ら 「利用者の入庫」
(書庫の開放)を 検討するよ う、閲覧課長であった私 に指示が下 された。今
に して思 えば、後藤先生は利用者 の要望を十分 ご承知で、しか し、図書館
全体のスペースか らその実現が困難 であることに悩んでお られ たのではな
いか と想像 され る。そこで先生は、スペースの拡大では要望に応えられな
い、ここは発駕 を転換 し、利用者 を入庫 させ ることで図書館全体を開架に
すればよい とお考えにな られ たのではないだろ うか。 まさに 「先見の明」
であ る。 と同時に、先生が提唱 されていた 「知の循環」は、何 よりも先ず
図書に接することか ら始まる とも考えてお られ たのかも知れ ない。
投書に対す る回答(案)を 担当 していた私は、度重なる投書に辟易 してい
た こともあ り、館長の 「入庫政策」を支持するところであった。 しか し、
そ こには 「書架整備」とい う難題 が横たわっていた。それは、前 ・後期 の
試験期 など他課に書架整備 の応援 をお願い してもなお、図書の配列が原形
を留 めないほどの乱れかたであったため、僅か5～6万 冊の開架図書す ら
十分 に整理 できない状況下で利用者を入庫 させ ることは、90万 冊の閉架
本 にまで乱れが生 じ、書庫出納に多大な影響が出るのではないか とい う危
惧 である。案 の定、館長の要請 を館員に諮った ところ、①閉架本の乱れ は
回復不可能である ②閉架本の乱れは利用者 に多大な影響 を与えることに
な り、利用者全体の観点か らはむ しろサー ビスの低下である と言った、
書庫の管理 ・運営 に携わる館員 としては当然 と思われ る意見が続出 し、閲
覧課(書 庫 の管理部署)と しては、館長 の要請 と言 えども受 け入れ ること
はできないとの結論にいたった。 しか し、利 用者サー ビスの向上に並々な
らぬ熱意を持 っておられた後藤先生が、この 「お断 り」に納得 されるはず
のない ことを、残念ながら私は見抜 くことができなかった。数 日後(数 週
間後?)、 館長か ら 「再検討せ よ」 との再要請 が出されたのであ る。
館長 と課員の橋渡 しをす る立場 にあった私は、 「館長の再要請 は、入庫
を認めた場合の問題点 を全て承知 した上のものである。再度お断 りするこ
とは、館長 と課員が決定的に対立することにな り、事実上、不可能だ。こ
こは課長の責任で館長の要請を受 け入れたい」と館員を説得(お 願い)し た
のであった。 しか し、今で こそ当た り前のよ うに行われている学生 による
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書架整備 も、当時は 目標の一つ として検討 されてはいたものの、予算上の
問題か ら実現の見通 しはたっていなかったため、閉架本の乱れを解決す る
手段 ・方法な ど私が持ち合わせ てい るわけもな く、不安 を抱 えたままの説
得 であった。そこで、書庫開放の 「見返 り」 として、この学生による書架
整備 の予算獲得 に館長のお力 を拝借す ることを、館員説得の材料に使わせ
ていただいた と記憶 している。だが後藤先生は、私から 「見返 り」を突き
つけるまでもなく、現場に要望を出される前提 として、予算獲得のために
ご自身が努力することを既にお考えだったのである。 このことは、間もな
く業務委託費 として認め られ ることになったことが何よ りも如実に物語っ
ている。私が後藤先生に ご指導いただいた期間は僅か2年 に過 ぎないが、
先 生に絶大な る信頼 と尊敬 申し上げる所以は、まさに、 この 「有言実行」
である。
私事で誠に恐縮ではあ るが、数 ヵ月後 には42年 間の職員生活に ピリオ
ドを うっ者 として、後藤 先生に ご指導いただ く機会 を与え られたことは、
何物 にも優 る幸せであった と述懐 している次第 である。
最後に今一度 、心か ら先生の ご冥福をお祈 り申し上 げます。
スタッフ研修と後藤総一郎元館長
高橋 美子*
後藤総一郎元館長が突然 この世を去 られて一年になる。一年を経た今 も
あるべきものがそこにない、虚空にぽか りと穴の空いた寂 しさは埋めるべ
くもない。 「人生、古(い にしえ)よ り、誰か死無か らん」、死は等 しく誰に
も訪れる と観念で捉えていても、智慧を問 うて尋ね るべ き人がいなくなっ
て しまったこ とは本当に寂 しい。図書館 にとって、明治大学の学生たちに
とって どれだけかけがえのない教育者、指導者を失った ことか。経世済民
の志を持ち、 「学問 とは本 を読 むことであ り、学 問をす ることで世の中を
変 えてい くことができる」との信念 を持 ってお られた先生は、図書館 とそ
寧たかはし・よしこ/図書館事務部総合サービス課
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